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（７）２００１．７．２１

両

親

学

級

健
康
課


７
２
５
・
５
４
２
２

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
夫
婦
で
家
庭
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

○
対
象

現
在
妊
娠
中
で
、
初
め
て
の

お
子
さ
ん
を
育
て
る
夫
婦

○
日
時

８
月
２５
日
（
土
）
午
前
１０
時

〜
正
午

○
会
場

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師

二
人
で
つ
く
る
家
庭

�
創
価
大
学
教
授
・
甲
斐

隆
氏
、
先

輩
パ
パ
の
話
�
両
親
学
級
修
了
者

○
定
員

３０
組
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み

８
月
２０
日
ま
で
に
電
話

で
健
康
課
へ
。

高
脂
血
症
予
防

栄

養

講

習

会

健
康
課


７
２
５
・
５
１
７
８

○
対
象

検
診
の
結
果
高
脂
血
症
の
気

に
な
る
方

○
日
時

８
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

３０
分
〜
４
時

○
会
場

健
康
福
祉
会
館

○
内
容
・
講
師

高
脂
血
症
は
ど
ん
な

病
気
か
�
保
健
婦
、
食
生
活
の
注
意
点

に
つ
い
て
�
栄
養
士
、
試
食
と
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク

○
定
員

５０
人
（
申
し
込
み
順
）

○
申
し
込
み

電
話
で
７
月
２７
日
ま
で

に
健
康
課
へ
。
保
育
希
望
の
方
は
そ
の

旨
を
お
伝
え
下
さ
い
。

レ
セ
プ
ト
点
検
事
務

臨

時

職

員

○
資
格

医
療
事
務
技
能
審
査（
医
科
）

の
資
格
が
あ
り
、
実
務
経
験
の
あ
る
方

○
勤
務
時
間
・
条
件
等

午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
、
１
か
月
１４
日
以
内
。

３
か
月
勤
務
後
１
か
月
休
み
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
勤
務
。
時
給
９
８
０
円
（
１
日

７
３
５
０
円
）、
交
通
費
１
日
９
０
０

円
を
限
度
に
支
給
。

○
定
員

１
人

○
受
付
期
間

７
月
２３
日
〜
２５
日

�問
国
民
健
康
保
険
課
�
７
２
４
・
２
１

３
０保

育

室

園

児

市
で
は
、
右
下
表
の
保
育
室
と
委
託

契
約
を
し
て
い
ま
す
。

○
対
象

市
内
在
住
で
�１
両
親
が
共
働

き
、
ま
た
は
自
営
業
�２
家
庭
内
に
病
人

が
あ
り
看
護
が
必
要
�３
出
産
等
で
お
子

さ
ん
を
保
育
で
き
な
い
―
方

○
申
し
込
み

直
接
、
各
保
育
室
へ
。

�問
児
童
福
祉
課
�
７
２
４
・
２
１
３
８

中
央
図
書
館
・
児
童
読
書
感
想
画
展

作

品

【
よ
ん
だ
こ
と
を
え
に
し
ち
ゃ
お
	
】

○
対
象

小
学
生
以
下
の
方

○
募
集
期
間

７
月
２１
日
〜
８
月
３１
日

○
展
示
期
間

９
月
１４
日
〜
１０
月
１０
日

○
展
示
場
所

中
央
図
書
館
こ
ど
も
の

ひ
ろ
ば

○
申
し
込
み

直
接
中
央
図
書
館
児
童

カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。
画
用
紙
を
配
布
し
ま

す
。

�問
中
央
図
書
館
�
７
２
８
・
８
２
２
０

「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
改
訂
に
あ
た
り

ご

意

見

市
で
は
、
市
民
の
暮
ら
し
の
手
引
き

と
し
て
「
わ
た
し
の
便
利
帳
」
を
発
行

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
改
訂
に
あ
た

り
、
よ
り
使
い
や
す
い
冊
子
と
す
る
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

編
集
に
対
す
る
ご
意
見
や
、「
こ
ん
な

情
報
が
あ
っ
た
ら
便
利
」、「
こ
の
よ
う

な
情
報
を
よ
く
検
索
す
る
」な
ど
、様
々

な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

な
お
、２
０
０
１
年
２
月
発
行
の「
わ

た
し
の
便
利
帳
」
は
市
役
所
本
庁
舎
１

階
市
民
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

お
配
り
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
ま
た
は
封
書
に

「
わ
た
し
の
便
利
帳
へ
の
意
見
」
と
書

き
、７
月
３１
日
ま
で
に
広
報
広
聴
課（
〒

１９４
―
８
５
２
０
、
中
町
１
―
２０
―
２３
、

�
７
２
４
・
２
１
０
１
）
へ
。

第
２６
回
く
ら
し
を
守
る
市
民
の
集
い

ホ
ー
ル
企
画
・
発
表
者

１１
月
１０
日
（
土
）・
１１
日
（
日
）
に

町
田
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
「
く
ら
し
を
守
る
市
民
の
集

い
」
の
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
さ
れ
た
団
体
に
つ
い
て
は
実
行

委
員
会
に
て
選
考
を
行
い
、
９
月
中
に

結
果
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

○
対
象

主
に
市
内
在
住
者
で
構
成
さ

れ
る
市
民
団
体
ま
た
は
個
人

○
発
表
内
容

音
楽
や
芸
能
、そ
の
他
。

形
式
・
内
容
は
特
に
問
い
ま
せ
ん
（
１

団
体
３０
分
間
）。
た
だ
し
ホ
ー
ル
の
設

備
上
Ｐ
Ａ
装
置
な
ど
の
持
ち
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

※
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
団
体
名

・
人
数
、
発
表
の
具
体
的
内
容
、
連
絡

先
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て
７
月
３１
日
ま
で
に
「
く
ら
し
を

守
る
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
」（
〒

１９４
―
０
０
１
３
、原
町
田
４
―
９
―
８
、

町
田
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
内
）
へ
。

�問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７
２
５
・
８

８
０
５

測

量

公
共
下
水
道
設
計
資
料
作
成
の
た

め
、
測
量
を
行
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
、『
身
分
証
明
書
』
を

携
帯
し
た
調
査
員
が
、
宅
地
内
等
に
立

ち
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
地
域

常
盤
町
、
野
津
田
町
及
び
本

町
田
の
各
一
部

○
期
間

７
月
下
旬
〜
１０
月
末

�問
下
水
道
総
務
課
�
７
２
０
・
１
８
１

１

ど
ん
よ
り
曇
っ
た
忠
生
公
園
。
子
ど

も
た
ち
の
は
し
ゃ
ぐ
声
。
水
辺
で
遊
ぶ

の
が
大
好
き
の
よ
う
だ
。「
あ
そ
こ
に
何

か
白
い
物
が
見
え
ま
す
が
何
で
し
ょ
う

か
」。通
り
が
か
り
の
人
が
垂
れ
下
が
っ

た
木
の
枝
の
方
を
指
差
し
て
い
る
。
近

付
い
て
よ
く
見
る
と
小
さ
な
う
す
黄
色

の
花
が
た
く
さ
ん
固
ま
っ
て
付
い
て
い

る
。
ケ
ン
ポ
ナ
シ
の
花
だ
。
ぷ
ー
ん
と

甘
い
香
り
�
普
通
は
高
い
木
の
上
の
方

で
咲
く
の
で
ほ
と
ん
ど
気
付
か
な
い
。

こ
の
木
は
以
前
か
ら
生
え
て
い
た
も
の

で
、
い
つ
に
な
っ
た
ら
花
が
見
ら
れ
る

か
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

直
径
５
、
６
ミ
リ
と
小
さ
な
花
が
た

が
く

く
さ
ん
房
状
に
付
く
。
萼
と
花
弁
は
そ

れ
ぞ
れ
５
個
、
面
白
い
こ
と
に
そ
れ
が

互
い
違
い
に
付
い
て
い
る
。「
あ
れ
�

雌
し
べ
が
あ
る
の
に
、
雄
し
べ
が
な

い
？
」。
筒
状
に
な
っ
た
花
弁
を
そ
っ

と
開
い
て
見
る
と
、
何
と
中
に
隠
れ
て

い
る
。

ケ
ン
ポ
ナ
シ
は
ナ
シ
の
仲
間
で
は
な

く
、ク
ロ
ウ
メ
モ
ド
キ
科
の
落
葉
高
木
。

晩
秋
、
果
実
が
熟
す
に
つ
れ
て
果
軸
と

呼
ば
れ
る
部
分
が
、
図
の
よ
う
な
奇
妙

な
形
に
膨
れ
る
（
丸
い
の
は
種
子
）。

黒
褐
色
に
色
づ
く
と
甘
く
な
り
、
梨
の

味
が
す
る
。
語
源
は
手
の
指
が
棒
の
よ
て
ん
ぽ

う
に
膨
れ
て
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
手
棒

な
し梨
。
こ
れ
が
訛
っ
て
ケ
ン
ポ
ナ
シ
に
な

っ
た
と
言
わ
れ
る
。

落
葉
の
こ
ろ
甘
い
ジ
ュ
ー
ス
を
い
っ

ぱ
い
満
た
し
た
果
軸
が
自
然
に
落
下
す

る
。甘
い
物
が
あ
ま
り
無
か
っ
た
時
代
、

山
村
の
子
ど
も
た
ち
に
は
最
高
の
お
や

つ
だ
っ
た
。

野
津
田
公
園
の
サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
南

側
に
下
る
道
の
途
中
、「
町
田
の
名
木

百
選
」
に
も
入
っ
て
い
る
大
木
が
あ
る

が
、
老
衰
の
た
め
か
上
半
分
が
枯
れ
落

ち
て
い
る
。
希
少
な
樹
木
だ
け
に
大
切

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

（
大
蔵
町
・
中
野

進
）

子
ど
も
た
ち
の
甘
い
お
や
つ

○
対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の

毎
回
出
席
で
き
る
方

○
申
し
込
み

所
定
の
申
込
用
紙
（
往

復
ハ
ガ
キ
、
募
集
案
内
と
と
も
に
配
布

し
て
い
ま
す
）
ま
た
は
官
製
往
復
ハ
ガ

キ
に
、
希
望
す
る
講
座
名
を
書
き
、
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性

別
・
職
業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８

月
２４
日
ま
で
（
必
着
）
に
ま
ち
だ
市
民

大
学
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｓ
（
〒
１９４
―
０
０
２
２
、

森
野
２
―
２１
―
２８
、
町
田
四
小
内
、
�

７
２
９
・
１
１
９
５
）
へ
。

※
各
講
座
と
も
定
員
を
超
え
た
場
合
は

抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
講
座
の
詳
し
い
内
容
が
書
か
れ
た

「
募
集
案
内
」
は
、
市
役
所
そ
の
他
、

市
の
施
設
で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

よ
く
内
容
を
確
認
の
う
え
、
お
申
し
込

み
下
さ
い
。 まちだ市民大学ＨＡＴＳ

後 期 受 講 生 募 集

ひひ
っっ
そそ
りり
生生
きき
るる
町町
田田
のの
自自
然然

（
そ
の
２４０
）

ケ
ン
ポ
ナ
シ

８月の相談・学級・講習会のご案内 �問健康課
７２５・５４２２
内 容

妊娠中の生理
と健康管理

妊娠中の日常生
活と保育、妊婦
体操（実習）

歯の衛生、生
活と栄養

もく浴法、呼
吸法（実習）

離乳食の進め方のお話
と試食

離乳食後期のお話と試
食、歯の話

身長・体重測定、保育
相談、栄養相談、母性
相談、家族計画指導

１日目

２日目

３日目

４日目

対 象

１６～２５週
の妊婦

４～５か
月児

８～９か
月児

２か月児
～就学前

受 付 時 間

午後１時３０分
～４時

受付
午後１時から

午前９時５５分
～１１時４５分

受付
午前９時３０分から

受付
午前９時４５分
～１１時３０分

午後１時３０分
～３時

開 催 日

１０日（金）、１７
日（金）、
２４日（金）、２５
日（土）

１７日（金）
または３１
日（金）

２４日（金）

６、１３、２０、
２７日（月）

１０日（金）

２日（木）

２２日（水）

８日（水）

初
期

後
期

会 場

健康福祉会館

健康福祉会館

健康福祉会館

子どもセンターばあん

鶴川分館

健康相談室忠生

堺市民センター

事 業 名

母親学級
―４日間
コース―
（申し込み制）

離 乳 食
講 習 会
（申し込み制）

乳 幼 児
母性相談

保育室一覧表
所在地

能ヶ谷町９８

金井５―３―７

木曽町４６５―６

山崎町１９６

野津田町２６３４
レスポワールＫ２―１０６

電話

７３４―４６９６

７３５―２５６７

７２５―１３７８

７９２―３４４１

７３６―６６４８

定員

１８人

１１人

１５人

１８人

１２人

保 育 室 名

大 野 保 育 室

たんぽぽ保育室

こざくら保育室

わんぱく保育室

共 同 保 育 所
おひさま保育園

２００１年度後期募集講座一覧
定員・参加費

３０人
１，０００円

６０人
１，０００円

６０人
１，０００円

２０人
１２，０００円

６０人
１，０００円

会場
野外
それぞれの

活動場所
室内講義
まちだ市民大学

第１教室

まちだ市民大学
第１教室

講義
まちだ市民大学

第１教室

市内現地

まちだ市民大学
陶芸スタジオ
（下小山田町４０１６）

まちだ市民大学
第１教室

期間・回数

９月
～１２月

１２回

９月
～１２月
１２回

９月
～１２月
９回

９月
～１２月
１０回

９月
～１２月
１２回

曜日・時間帯
野外
土・日曜日
９時～正午（例外あり）

室内講義
土曜日
１８時～２０時３０分

木曜日
１９時～２１時（例外あり）

講義
金曜日
１８時３０分～２０時３０分
現地講座
日曜日
９時～１５時３０分

土曜日
１３時３０分から
（２時間３０分程度）

金曜日
（土曜日の場合あり）
１４時～１６時
（１３時３０分からの場合あり）

講座のねらい

地域におけるリサイクルや、環境改善の取り
組みを実際に体験することによって、環境保
全活動が市民によって支えられていることを
学びます。

２００１年が「ボランティア国際年」であること
にちなみ、「国際ボランティア」について幅
広く学びます。

町田市域には、さまざまな信仰・習俗があり
ます。この講座では市域の行事、伝承、石造
物などを追及しながら「民俗と信仰」につい
て学習します。

電動ロクロによる初歩的な創作活動の入門講
座です。成形から窯出しまでの陶芸工程を一
貫して学習します。

今日、科学や医療技術が高度に発達し、人間
の生命観それ自体がゆらいでいます。
この講座では、医療の発達がもたらす問題

と現代の生老病死を人権と生命倫理の視点か
ら問い、「死生観」について学びます。

講座名

町田の環境
・参加体験講座

まちだ市民国際学
「国際ボランティア・
私たちに
何ができるか？」

町田の郷土史Ⅱ
「民俗と信仰」

電動ロクロ
入門講座

人間科学
「現代の
生老病死を解く」

参

議

院

議

員

選
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新
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必
ず
生
き
る

こ
の
一
票

投
票
日

７
月
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日（
日
）午
前
７
時
〜
午
後
８
時


